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「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」調査項目等に係る意見等 

 

１ 委員意見のとおり修正 

Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

１ 表紙 「おおむね３０～４０分程度」を

「おおむね３０分程度」に修正す

る。 

４０分間は、回答者にとって負担感を与

え、回収率が下がる恐れがあるため。 

委員意見のとおり修正 

２ 問３ 「子供ができたら結婚すればいい。」

という選択肢を追加する。 

 

３ 問５ 

 

 

 

 

 

 

選択肢に「子どもの送迎、勉強や遊

びの世話」という趣旨の文言を追加

する。 

 

 

 

 

乳幼児の世話という項目があるが、児童

生徒の世話という項目がない。保護者

は、小学生の習い事等の送迎や遊びの世

話（危険から、子どもたちだけでは遊ば

せられないことも多い）、勉強の面倒をみ

ること（音読など親が相手をする必要が

ある宿題も多い）などに多くの時間がと

られるという実感がある。 

４ 問７ 

 

２ 「レイプ（強姦）などの性暴

力」を、２ 「レイプ（強制性交

等）」などの性暴力に変更する。 

 

性犯罪を厳罰化する刑法改正に伴い、法

務省が従来の｢強姦罪｣から変更した新た

な名称である。また、強姦罪という｢加害

者は男性、被害者は女性｣であることを前

提とした名称を変え、性差をなくすこと

を踏まえている。 

５ 問７ 

 

 

選択肢にＬＧＢＴへの偏見と無理解

を追加する。 

問 2 に「ＬＧＢＴ」が追加されました

が、前回の懇話会で項目を設けるという

意見があったと記憶している。 

６ 問１５ 「１０家事や子育て、介護に専念し

たいから（重点を置きたいからの方

が、幅がある）」この選択肢を「１」

に置かねばならない。自身の意思で

選択していることが自立である。現

在の「１両立困難だから」はあきら

めの結果。回答数が多いか少ないか

は別として、ポジティブな選択肢を

頭に記入してほしい。 

 

７ 問１７ 選択肢３「義務化しないと、男性の

育児休業の取得は進まないから」を

「義務化すると、とりやすい雰囲気

ができるから」に修正する。 

ポジティブな表現にすべき。 

８ 問１６ 

から 

問１８ 

「男性の育児休業の義務化」の意味

の説明がないので、言葉から解釈す

るしかない。説明を記入してくださ

い。 

 

９ 問１８ また、回答欄に、「義務ではなく、夫

婦の選択・判断で行うべき」のよう

なポジティブな選択肢が必要。義務

化しないと進まないという問１７と

対になる回答。 

 

１０ 問１９ 選択肢２「働き続けることへの女性

自身の意識改革」を「ライフスタイ

ルに対する女性の意識改革」に修正

する。 

仕事と家庭全般に対する女性の意識改革

が必要だから 

  

 

資料１－２ 

https://kotobank.jp/word/%E7%8A%AF%E7%BD%AA-118031
https://kotobank.jp/word/%E5%88%91%E6%B3%95%E6%94%B9%E6%AD%A3-173014
https://kotobank.jp/word/%E5%BC%B7%E5%A7%A6%E7%BD%AA-61662
https://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E5%AE%B3%E8%80%85-459195
https://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E5%AE%B3%E8%80%85-459195
https://kotobank.jp/word/%E8%A2%AB%E5%AE%B3%E8%80%85-608548
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Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

１１ 問１９ 

 

選択肢に「家事育児に対する社会通

念の変化」あるいは「仕事や家庭生

活についての多様性への社会的寛容

さ」というような趣旨の選択肢を追

加する。 

 

 

 

社会制度が整っても「子どもが３歳まで

は家にいるべき」「妻を働かせるなんてみ

っともない」「男が保育園の送迎をするな

んてありえない」というような社会通念

に縛られて制度利用ができないこともあ

りそうなので。（「環境整備」といえるか

わかりませんが・・・もっとも、そうで

あれば『男性の家事参加に対する意識改

革』も環境整備といえるか疑問。） 

 

１２ 問２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢に、「ワークライフバランスに

配慮した組織運営がなされていない

から」という趣旨のものを追加。 

選択肢２が類似のようにも思えますが、

選択肢２は「男性優位」であり、「ワーク

ライフバランス」とは別概念だと思う。 

ここにいう「ワークライフバランスに配

慮した組織運営がなされていない」と

は、会議を夜間に開催したり、終業後の

「飲みニケーション」や休日のゴルフに

参加しなければ社内での地位が危うくな

ったり等々、２４時間仕事に捧げなけれ

ばキャリアアップできない状態のことを

念頭に置いた。 

１３ 問２３ 

問２４ 

問２３の選択肢１１「結婚・出産を

機とした退職の勧奨」１２「一定の

年齢以上の女性に対する退職の勧

奨」については、優遇されている場

合の設問だから、「勧奨」を「勧奨が

ない」に修正する。 

 

１４ 問２３ 

問２４ 

 

 

 

 

 

 

選択肢から性の記述を削除し、選択

肢をすべて同じにすべきでは。具体

的には、「11 結婚・出産を機とした

退職の勧奨」を２４にも加え、「12 

一定の年齢以上の女性に対する退職

の勧奨」は「１２ 一定の年齢以上

の人に対する退職の勧奨」と変更し

て２４にも加える。 

男女で選択肢を変えることは本アンケー

トではふさわしくないと感じたから。 
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２ 委員の意見を踏まえた事務局修正案 

Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

１５ 問１ 

 

(ア)と（キ）の違いがよくわからな

い。 

 (ア) は全体的に、（イ）

から（ケ）までは個別の観

点。わかりやすくするため

に、レイアウトを修正。 

１６ 問７ 

 

人権侵害に対する選択肢が性的なもの

ばかりのような気がする。 

「部落民」、「障がい者」、「LGBT」など

もっと選択肢があってもいいのでは？ 

 人権侵害の中でも、男女差

の観点から、性差に係る人

権侵害について選択肢を設

定しているので、ＬＧＢＴ

を選択肢に追加したい。 

１７ 問８ あなたは、これまでに配偶者や同棲相

手がいたことがありますか。 

⇒あなたは、これまでに配偶者や同棲

相手がいる（いた）ことがあります

か。 

すべての方への質問項目なので、既婚者で

死別・離別していない者も該当すると思わ

れる。 

委員意見を踏まえ、「あな

たは、配偶者や同棲相手

がいますか。あるいは、

これまでにいたことがあ

りますか。」に修正。 

 

１８ 問１９ 

 

選択肢「１」を「男女が共に家事や育

児などの家庭的責任を負うという意識

改革」に変更してはどうか。 

現状の選択肢の表現では、問題を矮小化し

ているように感じるため。 

「男女が共に家事等の家庭

的責任を負うという意識改

革」とする。 

「男性の家事参加に対する意識改革」

という選択肢の文言を、「男性の家事

育児分担に対する意識改革」と変更す

る。 

実際には、「家事」は大した問題ではなく

「育児」が問題であること、「参加」とい

う意識ではなく当然のこととして「分担」

するという意識を持つことがより本選択肢

の趣旨に合致するため、変更が必要と感じ

ました。 

１９ 問２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問文「今後、男性が家事、子育て、

介護、地域活動に積極的に参加してい

くためには、どのようなことが必要だ

と思いますか。該当する番号すべてに

○をつけてください。」を 

「今後、男性が家事、子育て、介護、

地域活動（以下、これらをまとめて

「家事等」といいます）に積極的に参

加していくためには、どのようなこと

が必要だと思いますか。該当する番号

すべてに○をつけてください。」に変

更する（赤字が変更部分）。 

選択肢１，２には「家事など」とあります

がその定義が不明です。当事者からする

と、家事はさして問題ではなく、育児が大

問題という意識もあるので、「家事など」

の定義のあいまいさが誤った回答に誘導し

てしまう可能性もあると思います。そこ

で、「家事など」の定義を明確にする必要

があると考える。 

全ての設問・選択肢につい

て、表現を整理し、「家

事・育児・介護」を「家事

等」として定義（問４の選

択肢３で定義）。 

 

委員の意見を踏まえ、地域

活動、家事等とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 問２２ 選択肢「５」の文言を「選挙の立候補

者の男女比率の同等を目指すクオータ

（割当て）制度導入の遅れや議員の育

児休業の取得など、議会活動をしやす

い環境整備が不十分だから」 

議員の育児休業の取得に対する社会の理解

が得られていないから」では、実態をとら

えていないと感じる。また、諸外国では、

国のリーダーが男女を問わず、育児休業を

取得しており、女性議員の育児休業の取

得」と限定すべきではないと思うため。 

環境整備については、選択

肢６があるため、選択肢５

は、「選挙の立候補者の男

女比率の同等を目指すクオ

ータ（割当て）制度導入の

遅れや、議員の育児休業の

取得に対する社会の理解が

得られていないから」に修

正する。 
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Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

２１ 問２７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢５「男女問わず優秀な人材が活

躍できるようになる」から『優秀な』

を削除する。 

優秀でない人材は活躍できなくても良いの

かといえばそんなことはないと思うので

（現状は、男性は「そこそこ」であれば活

躍でき、女性は「優秀」でないと活躍でき

ないという環境であると感じている）。 

なお、私の感覚では、そもそも自身の能力

を発揮することについて男女に差を設ける

こと自体が権利侵害であって、女性の活躍

を推進することのメリットを問うこと自体

設問としてあまりこのましくないようにす

ら感じる（社会的にメリットがなければ女

性が活躍してはいけないのか、と感じてし

まう。活躍するのは当然の権利では？）。 

「活躍の機会に男女差を設けることは不当

だから」というような選択肢も可能であれ

ば入れて欲しい。 

「男女問わず活躍できるよ

うになるから」と修正。 

 

「男女差が解消されるか

ら」という選択肢を追加。 

「活躍の機会に男女差を設けることは

不当だから」という趣旨の選択肢を追

加する｡ 

２２ 問３０ 選択肢に「収入が低く、自分の生活に

精一杯で子どもを扶養できる余裕がな

い」という趣旨の選択肢に修正する 

類似の選択肢として１がありますが、１は

どちらかというと「公立学校が頼りになら

ないから中学から私立と考えると子どもは

１人で精一杯」というようなレベルの話に

読める。そうではなく、「自分ひとりの生

活費ですらカツカツなのだから、子どもを

養うなんてとんでもない」というレベルの

人も多くいると思う。そのレベルの選択肢

が必要ではないか。 

選択肢の１を「収入が低く

自分の生活に精いっぱいで

子供を持つ余裕がない（子

育てに経費が掛かる。）」と

修正する。 

２３ 問３１ 小学校６年生までならば、「育児・子

育て」表記してはどうか。 

未就学時までを育児、それ以上を子育てと

定義されている。 

「子育て」と記載する。 

(育児：乳幼児を育てること｡ 

子育て：子を育てること｡ 

出典：三省堂大辞林) 

 

※ 一般的に育児は乳幼

児・０～６６歳までの未

就学児の子供を育てるこ

とを指す。 

一方、子育ては、特に

年齢関係なく、学童期ま

での時期も含む。 
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３ 原案どおりとする事務局案 

Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

２４ 全体 回答について、「全て」「三つまで」

「ひとつ」がある。「全て」の場

合、似たような回答項目があるの

で、それらすべてに○をつける可能

性がある。より近いものを「三つま

で」選んで・・のように、重視する

ものを選んでいただく方が選択しや

すいのではないかと思う｡ 

問１１、問２０、問２２、 

問２３，２４、問２７．２８ 

 問１１、問２０、問２２､

問２３、２４について

は、課題の洗い出しをす

るため、問２７．２８に

ついては県民の意識を確

認するため、「すべて」を

選択してもらう設問とし

たい。 

２５ 問１ 

 

(エ)学校教育の場で 

この設問は必要か？ 

学校教育の場の状況がわからない。 

 

教員の地位や児童生徒に

対する教育活動等に男女

平等があるかを伺いた

い｡ 

２６ 問２ 選択肢２を知っていて、11または

12を知らない人がいるか。 

 選択肢２のＤＶ防止法は

知らないが、ＤＶという

用語は知っているケース

もあると考える。 

２７ 問３ 選択肢に、同性婚を認めるべきかを

追加する。 

本県民意識調査にこの項目に付加すること

は、同性婚合法化への道筋の議論への端緒

となりうると思われる。 

現在、同性婚を巡っては

裁判中であり、国は、

「我が国の家族の在り方

の根幹に関わる問題であ

り、極めて慎重な検討を

要するもの」との見解を

示しているところである

ので、今回は見送りた

い。 

 

２８ 問３ （ウ）一生結婚しない方が良いのは

束縛されるからだけでしょうか。結

婚しない理由として挙げているのが

束縛だけに違和感がある。 

 結婚しない理由は、委員

意見のとおり様々あると

考えるが、前回の調査結

果において「そう思う」

「どちらかといえばそう

思う」と回答した人の割

合を見ると、他の年代に

比べて２０代の男子に多

いという結果が出ている

ため、引き続き、経年変

化を見ていきたい。 

 

２９ 問４ 全ての方に回答いただくのはなぜで

すか。 

回答を全ての方に聞くのは、客観的な世間

の意見が必要だからでしょうか。結婚しな

い理由は、本人に聞くべきではないか。 

客観的な世間の認識も含

めて確認したい。未婚の

方の理由は、クロス集計

で確認したい。 

 

３０ 問５ 回答欄４「主にその他の人が行う」

に( )で専門職者を含むを追加。 

最近は得意な分野の方を活用している例が

多く見られるため。 

「主にその他の人」に

は、専門職者を含め両親

や子、友人、近隣住民な

ど様々な者を想定してい

るため。 
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Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

３１ 問１５ 

 

 

 

 

 

 

選択肢の順番と選択肢の多さを整理

できないか。１から３（修正後２～

４）の選択肢を 1つにまとめてはど

うか。 

回答時間を圧縮できるのではないかと考え

たため。 

「２仕事」、「３子育

て」、「４介護」と分けて

確認することにより、仕

事と家庭生活との両立の

妨げとなっている原因を

分析できるため。 

３２ 問２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢５「女性議員の育児休業の取

得に対する社会の理解が得られてい

ないから」を「女性の育児休業の取

得や育児による時短勤務に対し、社

会がマイナスの評価を行うため」と

いうような趣旨の文言に変更する。 

選択肢５について  

育児休業が就職や職業の継続に障害となる

のは「議員」に限ったことではないので議

員という言葉は削除すべき。また、「育児

休業」も大きな壁ですが、その後の時短勤

務、残業の困難さ（例えば夜間の会議に出

席できない）が女性のキャリアアップを妨

げているというのが当事者の実感ですの

で、それを選択肢に加えてほしい。 

議員については、育児休

業制度が未整備であるこ

とを踏まえた選択肢のた

め、原案どおりとした

い。 

３３ 問２３ 

問２４ 

優遇という言葉に違和感がある。 女子受験生が医学部受験で不利あったこと

の不透明化が話題となったが、優遇という

のは違うと考えるため。 

「男性が優遇されてい

る」を「女性が不利」と

置き換えることも可能だ

が、ポジティブな表記と

したい。 
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４ 協議をお願いしたい事項 

Ｎｏ． 設問番号 意見 理由 対応 

３４ 表紙 （７）回答にはおおむね 

３０～４０分程度かかります｡ 

この記載により、最初からやる気

をなくす。前回の 

２０分程度がいいのではないか｡ 

前回調査の設問は残し、新しいものを増や

すばかりでは、回答に要する時間が増える

ばかりと思う。 

 

３５ 表紙 （７）回答にはおおむね 

３０～４０分程度とあり、平成２

６年時には２０分なのに、長すぎ

て回答する方が減ってしまうので

はないか。 

昨今の社会情勢を考えると、質問項目が増

えるのは（調査理由項目）仕方がないとも

思うが、回答相手のことを思うと、（回答

数を増やすことも）質問項目を絞って時間 

短縮を考えた方がよいのではないか。 

 

３６ 問６ 調査項目が３項目しかなく、他の設

問と比較しても少なく、新たに加え

た「（ウ）理系は、男性の方が向い

ている」が唐突な印象を受ける。他

の設問とのバランスを考えると、あ

と２～３項目程度追加してはいかが

か。 

同左のとおり。  

３７ 問７ 

 

「パワハラ」を加える。 近年、マスコミ等で取り上げられる機会が

多くなったため。 

 

３８ 問２２ 新たな選択肢に「男女間の賃金格

差、セクハラやマタニティハラス

メントなどの性差別を温存する職

場環境があるから」を追加しては

どうか。 

職場における女性の活躍推進を進める上で

の選択肢として、選択肢「２男性優位に組

織が運営されているから」だけでは不十分

だと考えるため。 

 

３９ 問２８ 選択肢に「少子化が進むから」と

いう趣旨のものは不要でしょう

か？ 

私は、全くそうは思いませんが、保守的な

考えの方々はそのように思ってらっしゃる

かもしれないと考える｡ 

 

４０ 問３０ 選択肢に、 

「仕事や趣味に生きがいを持ち子

供を欲しくない。」、あるいは、「子

どもを生み育てることにネガティ

ブなイメージを持つ人が増えた」

という趣旨の選択肢を加える。 

 

類似の選択肢として９がありますが、決し

て「楽をしたい」というような安易な考え

ではなく、「仕事に夢中で子どもはいらな

い」というような、ほかの事柄に時間を注

ぎたいため子どもを欲しない人、「子ども

が嫌い」「子どもをちゃんと育てられる自

信がない」として出産・育児を躊躇してい

る人も多くいます。そのような方は、もし

かしたら他者から見たら「楽をしたい」と

いう考えに見えるかもしれませんが、「楽

をしたい」という考えとは大きく異なりま

す。彼らに配慮した選択肢が必要と感じ

た｡ 

 

 


